
ディボーション質問表  10 月 17 日（日）先週一週間のディボーションをふり返ってみましょう。  １．心に残った箇所、教えられた箇所に何か共通点はありましたか？ ２．その中で一番心に残っていることは何でしょうか？  ３．教えられた事をどのように先週の歩みの中に生かせたでしょうか？ その事を誰かに分かち合ってみませんか。  18 日（月）コリント人への手紙第二 １２：１～２１ 弱さにある強さ １．パウロは、深い霊的な体験をしたにもかかわらず、それを自慢しませんでしたし、そこで得た悟りも誇りにしませんでした。 彼の誇りとは何ですか、それはなぜでしょう（1～10 節）。  ２．使徒的教会に必要な要件を見つけましょう（12～18 節）。  19 日（火）コリント人への手紙第二 １３：１～１３ １．罪に厳しくも紳士的なキリストについてどのように描写されていますか？ 何が弟子の人生でいつもテストされるべきでしょうか?  ２．コリントの教会のためのパウロの祈りは何だったでしょうか（8～9 節）？  ３．コミュニティにある要素を見つけ適用しましょう（11～13 節）。  20 日（水）エペソ人への手紙 １：１～２３ エペソ、ピリピ、コロサイ人への手紙、ピレモンへの手紙は、パウロがローマの獄中生活を送っている時に書かれた手紙です（獄中書簡）。 エペソ人への手紙は、私たちがどのようにして神を表わす教会となるかについて書かれています。 それは街々、部族に届く、豊かないのちを持つ教会です。  １．神が私たちの人生に備えてくださったものは何でしょうか？ どのようにそれらを得ることができますか？  ２．教会に対する神のビジョンと目的を見つけてみましょう（１～２３節）。  21 日（木）エペソ人への手紙 ２：１～２２ １．あなたが救われる前の状態、神様を受け入れたきっかけ、救いを得てからの変化をまとめてみましょう。  ２．私たちの救いのために、イエス様は何をしてくださいましたか（8～18 節）？  22 日（金）エペソ人への手紙 ３：１～２１ １．神が教会に任せようとしておられる計画と奥義は何だと言われていますか？  ２．パウロの私たちのための祈りから奥義を発見しましょう。  23 日（土）エペソ人への手紙 ４：１～１６ １．御霊の一致と賜物について発見しましょう。 


